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№

イベ ン ト等名 食の子ども探検隊（一日食品衛生監視員体験）

開 催 日 平成26年7月下旬

主 催 者 保健所生活衛生課

内 容 等

【目的】
　普段よく利用するスーパーマーケットで、食品を取扱う人たちはどのように食品を管理し、どのように
提供しているのか等を一日食品衛生監視員として実際に監視してもらい、食品の安全性に関する
知識や関心を高める。

【主な対象者】
　小学生

【内容】
　食品衛生監視員の業務内容及び食品衛生についての説明
　手洗いチェッカーによる衛生的な手洗いの確認
　スーパーマーケットの売場及びバックヤードの監視　等

イ ベ ン ト等名 食の安全フォーラム等

開 催 日 平成26年11月

主 催 者 保健所生活衛生課

内 容 等

【目的】
　いわき市の食品安全対策等について、消費者、生産者、食品事業者及び行政が、意見交換
及び情報を共有することにより、信頼を高める。

【主な対象者】
消費者、生産者、食品事業者等

【内容】
　食品安全委員会と共催で意見交換会を行い、消費者、生産者、食品事業者等の関係者相
互間のリスクコミュニケーションを図る。

イ ベ ン ト等名 食育インフォメーション

開 催 日 平成26年6月中の一週間（5日間）

主 催 者 保健所地域保健課

内 容 等

【目的】
　食育の推進状況や食生活に関する相談等を行う。
【主な対象者】
　未定
【内容】
　未定

イ ベ ン ト等名 いわき産品塾

開 催 日 平成２６年8、10月(予定)

主 催 者 一般社団法人　いわき観光まちづくりビューロー

内 容 等

【目的】
新商品の開発、商品の磨き上げ、さらには、新たな販路の獲得に向け、首都圏における流通・取
引事情に詳しいバイヤーなどを講師として招聘し、地元事業者に対して、個別に商品指導等を行
い、宣伝・消費拡大を図る。
【主な対象者】
消費者、生産者、販売業者等
【内容】
市内物産品(農・水産物及び加工品、菓子等)の開発・販売

イ ベ ン ト等名 いわきの食

開 催 日 平成２６年１１月(予定)

主 催 者 一般社団法人　いわき観光まちづくりビューロー

内 容 等

【目的】
首都圏での本市物産の取扱いの推進及び風評払拭を図る。
【主な対象者】
消費者、生産者、販売者
【内容】
本市で採れた食材や特産品を使用した「食」のイベントを開催する。
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イ ベ ン ト等名 農商工連携フォーラム2015inいわき（仮称）

開 催 日 平成27年3月中

主 催 者 いわき産学官ネットワーク協会

内 容 等

【目的】
　農商工連携事業の意識啓発、新規事業の発掘、ビジネスマッチングを目的とする。
【主な対象者】
　市内の農業者・加工業者・専門家・支援機関・行政等
【内容】
　・有識者の基調講演や成功事例の発表などを行う。
　・市内事業所の交流促進を目的として、これまでの農商工連携推進事業採択者や、農産物加
工品ブランド化事業の支援先などへ周知を行い、試食品の展示・試食会を実施する。

イ ベ ン ト等名 「かじきカツ給食」交流会食会

開 催 日 平成２５年１０月２９日（火）　１１：２０～１３：１０　　　年１回

主 催 者 学校支援課

内 容 等

【目的】
　県立いわき海星高校の実習船「福島丸」が水揚げしたかじきを地元の加工業者が加工した「か
じきカツ」を全小中学校に給食として提供し、代表校で交流会食会を行うもので、食に対する関心
を高め、感謝の気持ちを育む。

【主な対象者】
　いわき海星高校生徒、小名浜第二小学校児童、加工業者、教育委員会、学校給食調理担
当

【内容】
　海星高校生徒から小学生向けに、漁に関する苦労や食材に対する思い等の説明を行った後、
一緒に給食を頂く事により、食に対する関心を高め感謝の気持ちを育む。

イ ベ ン ト等名 磐農生が考える「まごわやさしい給食」交流会食会

開 催 日 平成２５年１１月２８日（木）　１１：２０～１３：１０　　　年１回

主 催 者 学校支援課

内 容 等

【目的】
　県立磐城農業高校の生徒が考えた「まごわやさしい給食」を小中学校に給食として提供し、代
表校で交流会食会を行うもので、食に対する関心を高め、日本の伝統食材の大切さを学ぶ。
【主な対象者】
　磐城農業高校生徒、植田小学校児童、教育委員会、学校給食調理担当

【内容】
　磐城農業高校生徒から小学生向けに、献立作成に関する苦労や食材に対する思い等の説明
を行った後、一緒に給食を頂く事により、食に対する関心を高め日本の伝統食材の大切さを学
ぶ。

イ ベ ン ト等名 磐城農業高校のオリジナル食材使用の交流会食会

開 催 日 平成２６年１月２４日（金）　１１：２０～１３：１０　　　年１回

主 催 者 学校支援課

内 容 等

【目的】
　県立磐城農業高校の食品加工実習で製造した地元食材を使用した「梨ジャム」や「トマトジュー
ス」を小中学校に給食として提供し、代表校で交流会食会を行うもので、食に対する関心を高め、
感謝の気持ちを育む。

【主な対象者】
　磐城農業高校生徒、湯本第三小学校児童、教育委員会、学校給食調理担当

【内容】
　磐城農業高校生徒から小学生向けに、食品加工に関する苦労や食材に対する思い等の説明
を行った後、一緒に給食を頂く事により、食に対する関心を高め感謝の気持ちを育む。

イ ベ ン ト等名 親子ふれあい弁当デー

開 催 日 平成２６年度中　　各学校において　　　年１回から数回

主 催 者 学校支援課

内 容 等

【目的】
　食に対する感謝の気持ちの涵養
　子どもの発達段階に応じた食育の推進、保護者への普及啓発

【主な対象者】
　全児童生徒・保護者

【内容】
　小中学生が家族や地域とふれあいながら自分の弁当作りにかかわり、家族と一緒に自分がかか
わった弁当を学校に持ち寄ることで、みんなで「食」について考えたり家族とのかかわりの大切さを実
感する機会を創出できるように、各学校にて計画・実施する。
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イ ベ ン ト等名 公民館事業とのタイアップ

開 催 日 平成２６年度中　数回

主 催 者 公民館

内 容 等

【目的】
　核家族化や共働きなどライフスタイルの変化、ニーズの多様化に伴い、外食・中食・ファーストフー
ド等の利用が増えるなど食習慣の乱れが問題となっている現在、学校と家庭と地域のかかわりを広
げる場としての公民館活用など、学校食育推進事業として位置付けていく。
【主な対象者】
　幼児から高齢者まで
【内容】
　公民館活動に合わせ、学校給食や学校における食育活動に連携するような事業にかかわってい
く。初年度はモデル公民館と年間を通し事業実施にかかわり、次年度からは他の公民館にも拡大
していく。

イ ベ ン ト等名 食育講演会

開 催 日 年１回（２学期）

主 催 者 学校支援課

内 容 等

【目的】
　生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育むのが食育の目的であり、地域の人すべ
てを対象とした講演会を開催することによって学校のみならず、市民の食育を推進する事業として
位置付けていく。
【主な対象者】
　保護者
【内容】
　食全般に関する講演会を開催することにより、学校・家庭・地域の連携と、それらを世代へつなげ
ることのきっかけとなるような講演会を開催し、食育の環を広げていく。

イ ベ ン ト等名 農業ふれあい講座

開 催 日 平成26年6月、7月、10月（予定）

主 催 者 いわき農業青年クラブ連絡協議会

内 容 等

【目的】
野菜作りを通して消費者が農業者と交流し、農業への関心と理解を深める。
【主な対象者】
いわき市内在住者
【内容】
農業青年クラブ員（農業者）の助言のもと、消費者自らがプランター等の野菜栽培を体験するとと
もに、野菜を使った料理教室等を実施し、消費者と農業者の交流を深める。

イ ベ ン ト等名 いわき野菜ｄｅチョコベジ

開 催 日 平成２６年４月２０日、７月２７日、１０月、２月（予定）

主 催 者 ＪＡいわき市、野菜ソムリエコミュニティ福島

内 容 等

【目的】
チョコベジの試食により、いわき産野菜への理解と消費拡大を図る。
【主な対象者】
いわき市内在住の小学生親子
【内容】
野菜ソムリエによる旬の野菜のマメ知識講座やチョコレートと合わせて野菜を味わう「チョコベジ」体
験により、野菜本来の味や食感を知ってもらう。

イ ベ ン ト等名 田んぼの学校

開 催 日 平成26年5月下旬～平成27年2月　予定　（通年）

主 催 者 福島県いわき農林事務所　農村整備部

内 容 等

【目的】
　地域の未来を担う子どもたちが「農業・農村地域の大切さ」、「環境の大切さ」、「食・命の大切
さ」について理解を深め、豊かな感性と深い見識を持つことを目指して、農村地域の重要な要素で
ある田んぼ、水路、ため池等において自然環境を遊びと学びの場として活用した体験型学習や土
地改良施設の見学等を行う。
【主な対象者】
　いわき市立赤井小学校5年生
【内容】
　開講式・田植え、生き物調査、分げつ調査、水質調査、かかし作り、稲刈り、脱穀、収穫祭、
修了式・成果発表会
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